
 

 

 

 

 

 

コロナ禍の収束が長引く中、自治会活動が出来ない状況で広報誌の掲載

記事に事欠く折、稲越町として大きな変革である住居表示が今年令和３年

（2021 年）２月１日に施工され新しい町作りが始まりました。その住居表示整

備事業の作業に当った市の担当者の苦労の資料を見ていると興味が沸く記

事が幾つかありましたので掲載します。一つは稲越の江戸時代からの変遷(左

表に示す), 明治初期はまだ国の方針が確立していなかったのか変更が多く

行われていたようです。２つ目は昭和２６年まで使われていた大字小字の地名

ですが廃止された現在はその面影が何も残っていない。ただ一つ稲越小学校

の北東に開発された住宅地の旧小字坂下地区につくられた公園名が坂下公

園になっている関係あるかは不明。三っ目は戸数・人口に関してですが「明治

24 年の戸数３７戸・人口２３７人」--「昭和２５年戸数５４戸人口３７０人」--「昭和２

８年戸数５１戸・人口 361人」と記載されています。そこで明治２４年（1892年）

～昭和２８年（１９５３年）の６１年間では戸数・人口共それほど変化が無いのに昭

和２8 年（１９５３年）～令和３年（2021 年）の６８年間では戸数で約２８倍人口で

は約９倍と大きな変化が起きている。ここで戸数と人口の変化率が大きく違

うのは核家族が進んだことが起因と推察できます。 

以上の様に市の資料で色々推察することでますます愛着が増してきます。 

市道 0232 号国分高校バス停先稲越厳島神
社参道入口から安穏時入口（稲越出荷場跡）ま
での間の拡幅工事が始まっております。すでに法
面の雑木や竹林はすでに撤去され、法面の掘削
が重機 3 台で急ピッチに行われています。 
この区間は法面から木々の枝が垂れ下がり車

の通行に支障きたす場所でまた安穏寺入口付
近が変則の 3 差路になって車のすれ違い時など
大変危険を伴う箇所でした。今回の拡幅工事完
成時には大分安全度が上がり、通行人や車の通
行も楽になると思います。来年令和 4 年の完成
が待ち遠しい次第です。 

6 月１２日（土）に自治会館の
大掃除を行いました。毎年６月に
自治会の総合懇談会を行う前
日に大掃除を行っているのです
が、昨年に引き続き今年もコロナ
禍で総合懇談会が中止となりま
したが、コロナウイルス感染を払
拭するために大掃除を行い、会
館を清めました。今回は理事８名
が参加、皆さんご苦労様でした。 

 ６月２０日（日）に町内 

「ｸﾘｰﾝ作戦」を行いまし

た。当日は午前９時前ま

で雨が降っていましたの

で実施が危ぶまれました 

が集合時間の１０時には空の雲も切れ実施出来まし

た。今回は天候不順で参加者が少なく８名で２班に

分かれ巡回しました。稲越小学校の北側道路の車の

休憩場所になっている所や道路端の草の多い所に多

くゴミかありました。約 1 時間半で７袋程集まりまし

た。 

 参加の皆さん 
ご苦労様でした。 

右図は昭和 26 年まで
住所に使用されていた小
字区分の色分け図です。
この地域に宅地開発され
た際に造られた公園名が
坂下公園で小字地区 
名が付けられたのは 
偶然なのか？ 
また公園の下は防火 
用水になっています。公園
内に防火用水のカラーの
マンホール蓋があります。 
 

広報部では毎月一回広報紙”いなこし”を発行して
おります。毎回記載原稿が不足して苦労しております。 
皆さんの周りで掲載してほしいものがありましたら

投稿してください。お待ちしております。 

投
稿
先 
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